
西
予
市
職
労
は
４
月
２
日

か
ら
、
青
年
部
役
員
が
本
庁

新
採
職
員
の
職
場
を
ま
わ
り

「
組
合
加
入
」
を
よ
び
か
け
、

８
人
全
員
の
「
内
諾
」
を
得

ま
し
た
。
そ
の
後
、
職
場
の

先
輩
組
合
員
が
再
度
声
を
か

け
、

19

日
ま
で
に
全
員
が

『
加
入
届
』
を
書
い
て
く
れ
、

「
共
済
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
も
全

員
が
受
け
取
り
ま
し
た
。
林

業
課
の
新
採
職
員
に
は
、
職

場
の
隣
の
席
の
先
輩
が
「
僕

も
組
合
入
っ
と
る
ん
よ
」
と

声
を
か
け
「
組
合
」
に
つ
い

て
説
明
。
「
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
と
快
く
加
入
。

新
採
保
健
師
に
は
職
場
の
先

輩
保
健
師
が
「
入
っ
と
っ
た

方
が
い
い
よ
」
と
優
し
く
声

を
か
け
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に

「
入
り
ま
す
！
」
と
好
意
的

な
返
答
が
あ
り
、
先
輩
保
健

師
も
笑
顔
に
。
ま
た
、
市
民

病
院
・
野
村
病
院
・
介
護
施

設
の
新
採

10人
に
は
、
医
療

介
護
支
部
役
員
と
職
場
同
僚

が
「
組
合
に
入
っ
て
一
緒
に

活
動
し
よ
う
」
と
声
を
か
け
、

10人
全
員
が
『
加
入
届
』
を

書
い
て
く
れ
、
「
共
済
プ
レ

ゼ
ン
ト
」
も
受
け
取
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

西
条
市
職
労
は
４
月
３
日

夕
方
「
新
採
組
合
説
明
会
」

の
前
に
、
山
内
委
員
長
を
中

心
に
青
年
部
・
書
記

25人
が

役
割
分
担
な
ど
再
確
認
し
新

採

28人
が
待
つ
会
場
へ
。
山

内
委
員
長
が
「
市
民
の
た
め

に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に

い
い
仕
事
が
し
た
い
。
み
ん

な
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
組
合
は
改
善
求

め
交
渉
し
て
い
ま
す
」
「
労

働
組
合
は
み
ん
な
の
た
め
の

組
織
、
み
ん
な
が
加
入
し
て

支
え
る
組
織
、
組
合
に
入
る

の
は
当
然
で
す
」
と
あ
い
さ

つ
。
単
組
作
成
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映

後
、
高
本
次
期
青
年
部
長
が

「
自
分
は
西
条
市
で
初
め
て

男
性
で
育
休
を
取
得
し
た
。

組
合
に
相
談
に
乗
っ
て
も
ら

い
、
自
分
が
望
む
働
き
方
の

後
押
し
し
て
く
れ
る
の
が
組

合
。
ど
う
い
う
生
き
方
を
す

る
の
か
、
そ
の
チ
カ
ラ
に
な
っ

て
く
れ
る
の
が
組
合
で
す
」

な
ど
ア
ピ
ー
ル
。
説
明
後
、

先
輩
が
新
採
職
員
に
話
し
か

け
、
疑
問
に
も
答
え
、
こ
の

日

14人
が
『
加
入
届
』
を
書

い
て
く
れ
ま
し
た
。
先
輩
が

寄
り
そ
い
談
笑
し
、
参
加
者

み
ん
な
が
楽
し
い
雰
囲
気
の

説
明
会
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
１
日
、
松
山
市
城
山

公
園
で
の
「
愛
媛
中
央
メ
ー

デ
ー
」
に
約
２
５
０
人
が
参

加
。
小
雨
の
中
、
加
藤
副
実

行
委
員
長
（
愛
媛
労
連
副
議

長
）
が
「
消
費
税
増
税
や
値

上
げ
で
国
民
の
生
活
は
苦
し

く
な
る
一
方
。
労
働
者
の
団

結
で
賃
上
げ
・
職
場
改
善
を
。

市
民
と
野
党
の
共
闘
で
暮
ら

し
を
改
善
す
る
政
治
を
」
と

あ
い
さ
つ
。
集
会
で
は
プ
ラ

カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
も

行
わ
れ
た
後
「
労
働
者
を
使

い
捨
て
に
す
る
な
」
「
憲
法

９
条
守
ろ
う
」
な
ど
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
と
デ
モ
行
進
し

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

５
月
３
日
、
松
山
市
で
の

「
愛
媛
憲
法
集
会
」
に
約
１

千
人
が
参
加
。
中
野
晃
一
さ

ん
（
上
智
大
学
国
際
教
養
学

部
長
）
が
「
日
本
国
憲
法
の

中
で

40条
は
『
国
民
の
権
利
』

を
、

60条
は
『
国
の
統
治
の

あ
り
方
』
を
定
め
て
い
る
。

全
体
で
１
０
３
条
と
コ
ン
パ

ク
ト
で
『
権
利
規
定
』
は
国

際
的
に
も
先
駆
的
で
包
括
的
」

「
改
憲
を
止
め
る
に
は
国
民

が
政
治
を
あ
き
ら
め
な
い
こ

と
」
な
ど
記
念
講
演
。
集
会

後
「
憲
法
ア
ピ
ー
ル
パ
レ
ー

ド
」
を
行
い
ま
し
た
。

（１） 第５０８号

自 治 労 連 愛 媛 ２０１９年 ５月１５日

第 ５０８ 号

日 程

【５月】

18 四ブロ将棋大会（県本部

19 国民平和大行進

（四国中央市→香川県）

24 宇和島市職支部統合総会

25 県本部拡大執行委員会

31 南予総支部代表者会議

公企青年のつどい

（和歌山～6/1）

【６月】

１ 自治労連青年自治研集会

（北九州～２）

５ 東予総支部代表者会議

７ 自治労連全国書記学習交

流集会（松山道後～８）

９ 保育部会幹事会

14 西予市職労定期大会

内子社協労組定期大会

15 県本部拡大執行委員会

現業評幹事会

非正規公共評幹事会

自治労連社会保障集会・

共済組合議員団研修会

（湯河原～16）

20 宇和島病院労組定期大会

21 夏季闘争中央行動

22 県本部野球大会（西条）

≪県市町振興課・県市長会・県町村会へ要請≫

４月22日、県本部は県市町振興課へ「夏季重点要求」

を要請。高尾県本部委員長ら２人が参加。

①労働時間管理で「36協定締結職場の認識に市町で

開きが生じており『当自治体には対象職場はない』と

する人事担当者もいる。保育所や現業職場での締結を

市町に助言を」と要請。行政係長は「対象職場は『労

基法別表１』に記載されている。総務省からも『通知』

が出ており、市町に徹底したい」と表明。

②会計年度任用職員で「制度設計が大詰めを迎えているが、非正規職員の雇用に関わ

る重要な制度で、当該職員が『引き続き働きたい』と思える内容となることが不可欠だ」

とし、各市町で「制度案」の提示を行うよう助言を求めました。

23日、県本部と市職評・町村評連名の『要請書』を県市長会（会長／八幡浜市長）と

県町村会（会長／愛南町長）に提出。市長会事務局長から「4/25春の市長会に情報提供

します」の表明がありました。

２０２０年４月から『会計年度

任用職員制度』が施行されます。

◎臨時・非常勤職員の多くが「会計年度任用

職員」という新たな制度で任用されます。

◆条例改正が必要で、県内は９月議会での

制定の動きが主。今が制度設計の山場です。

◆各単組で、早期に制度案の提示を求め、

条例制定に向けて交渉を。

◆制度案の対象となる当事者も含めた意見

を集め、働き続けられるよりよい制度に。

◆そのために、今組合が具体案について要求

し、交渉することが大事です。



久
万
高
原
町
職
は
４
月

10

日
「
組
合
説
明
会
」
を
開
催

し
新
採
７
人
と
組
合
役
員
・

職
場
先
輩

10人
が
参
加
。
和

田
委
員
長
が
「
役
場
に
は
行

政
、
幼
稚
園
、
病
院
な
ど
様
々

な
職
種
が
あ
り
ま
す
が
、

『
働
き
や
す
い
職
場
』
に
す

る
た
め
組
合
が
活
動
し
て
い

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
県
本

部
作
成
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
上
映
し
、

力
石
県
本
部
青
年
部
長
が

「
組
合
の
も
う
一
つ
の
役
目

は
『
他
の
自
治
体
職
員
と
つ

な
が
る
こ
と
』
。
来
年
『
青

年
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』
も
あ
る
の
で
、
組
合
に

入
っ
て
、
み
な
さ
ん
も
一
緒

に
企
画
を
つ
く
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
よ
び
か
け
。
新

採
職
員
か
ら
「
民
間
で
働
い

て
い
た
が
組
合
は
な
か
っ
た
。

自
分
の
職
場
を
守
る
こ
と
は

大
事
だ
と
思
う
の
で
、
組
合

に
加
入
し
ま
す
」
と
発
言
が

あ
り
、
３
人
が
『
加
入
届
』

を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。

伊
予
市
職
労
は
４
月

20日
、

青
年
部
主
催
で
「
新
採
職
員

歓
迎
会
」
を
開
催
。
新
採

13

人
と
入
庁

10年
目
ま
で
の
青

年
組
合
員
＆
久
保
委
員
長
の

総
勢

29人
が
参
加
し
、
『
伊

予
市
森
林
公
園
』
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
楽
し
み
ま
し
た
。
新
採
職

員
は

10代
か
ら

30代
ま
で
幅

広
い
世
代
が
採
用
さ
れ
て
お

り
、
入
庁
前
の
経
歴
も
様
々

で
し
た
が
、
初
夏
を
感
じ
る

好
天
の
も
と
、
和
気
あ
い
あ

い
と
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
青
年
部
主
催

で
若
手
の
交
流
の
場
を
設
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
居
浜
市
職
労
婦
人
部
は

昼
休
み
に
「
新
採
歓
迎
昼
食

交
流
会
」
を
開
催
し
、
女
性

新
採

11人
と
先
輩
組
合
員

84

人
（
男
性
含
む
）
の

95人
が

参
加
。
ま
ず
新
採
さ
ん
の
自

己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
先

輩
か
ら
「
東
大
入
学
式
の
祝

辞
で
も
あ
っ
た
が
、
ま
だ
ま

だ
女
性
差
別
が
減
ら
な
い
の

は
事
実
。
少
し
で
も
差
別
の

な
い
働
き
や
す
い
職
場
づ
く

り
を
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
！
」
と
よ
び
か
け
、

そ
の
後
、
毎
年
恒
例
の
『
先

輩
か
ら
の
花
束
贈
呈
』
や

『
お
弁
当
に
当
た
り
が
付
い

て
い
た
人
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

交
換
』
な
ど
楽
し
い
企
画
を

行
い
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
素
敵

な
会
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
も

女
性
の
絆
を
深
め
る
た
め
に

続
け
て
い
き
た
い
」
と
感
じ

る
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
治
市
職
は
４
月

12日
、

青
年
部
主
催
で
「
新
採
職
員

歓
迎
会
」
を
開
催
し
、
新
採

17人
と
先
輩
組
合
員

12人
が

参
加
。
青
年
部
代
表
が
あ
い

さ
つ
し
乾
杯
。
そ
の
後
、
先

輩
も
後
輩
も
入
り
混
じ
っ
て

「
自
己
紹
介
」
し
、
「
仕
事

や
趣
味
の
話
」
な
ど
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
余
興
で
は
、

音
楽
好
き
の
先
輩
組
合
員
に

よ
る
「
バ
ン
ド
演
奏
」
や

「
チ
ー
ム
対
抗
ク
イ
ズ
大
会
」

を
実
施
。
ク
イ
ズ
優
勝
チ
ー

ム
に
は
『
豪
華
景
品
』
が
あ

り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
先
輩
組
合
員
か
ら
新

採
職
員
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
激

励
の
言
葉
を
贈
り
、
新
採
職

員
か
ら
「
今
日
は
楽
し
か
っ

た
で
す
」
「
こ
れ
か
ら
早
く

仕
事
を
覚
え
て
頑
張
っ
て
い

き
ま
す
」
な
ど
の
声
も
聞
か

れ
ま
し
た
。

宇
和
島
病
院
労
組
は
４
月

22～

25の
４
日
連
続
で
「
新

採
組
合
説
明
会
＝
し
ゃ
べ
り

場
」
を
開
催
。

23日
は
新
採

２
人
と
役
員
書
記
５
人
、

24

日
は
新
採

13人
と
役
員
書
記

7人
が
参
加
。
『
組
合
紹
介

Ｄ
Ｖ
Ｄ
』
を
上
映
し
、
大
下

委
員
長
、
船
田
副
委
員
長
ら

を
中
心
に
「
難
し
く
考
え
ず
、

働
く
う
え
で
の
保
険
と
思
っ

て
気
軽
に
加
入
を
」
「
若
い

う
ち
は
青
年
部
で
、
た
く
さ

ん
遊
ん
で
職
場
で
友
人
を
つ

く
っ
て
、
横
の
つ
な
が
り
を

広
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
よ
び

か
け
。
『
自
治
労
連
共
済
』

も
Ｐ
Ｒ
し
、
新
採
職
員
か
ら

「
す
ご
く
お
得
で
す
ね
～
」

「
火
災
共
済
に
興
味
が
あ
り

ま
す
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。
４
日
間
で
新
採
看
護

師
な
ど
多
数
の
組
合
加
入
が

あ
り
、
歓
迎
企
画
「
５
／

25

西
条
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
園
ツ
ア
ー
」

も
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
は
４
月
２
日
、

新
採
職
員
１
０
３
人
（
消
防

含
む
）
の
研
修
会
場
で
、
昼

休
み
に
『
組
合
説
明
資
料
』

を
配
布
し
、
夕
方
「
組
合
説

明
会
」
を
実
施
。
説
明
会
で

は
、
高
橋
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
、
県
本
部
作
成
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

上
映
、
高
尾
県
本
部
委
員
長

が
組
合
の
ア
ピ
ー
ル
を
行
い
、

さ
っ
そ
く
『
加
入
届
』
を
届

け
て
く
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

４
月

17～

26日
に
は
「
新

採
保
育
士
の
職
場
訪
問
」
を

行
い
、
各
園
で
新
採
保
育
士

に
「
給
与
明
細
」
や
「
自
治

労
連
共
済
」
を
説
明
し
な
が

ら
「
新
採
保
育
士
歓
迎
研
修

会
」
を
案
内
。
新
採
保
育
士

に
「
担
当
し
て
い
る
子
ど
も

の
年
齢
や
仕
事
の
状
況
」
も

聞
き
、
保
育
士
と
し
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
も
伝
え
、
「
保
育

士
の
労
働
条
件
を
整
え
、
働

く
人
を
守
る
の
が
組
合
。
あ

な
た
に
も
加
入
し
て
ほ
し
い
」

と
よ
び
か
け
ま
し
た
。

■
平
成
が
終
わ
っ
た
。
私
に

と
っ
て
の
平
成
は
、
長
女
の

成
長
と
同
時
進
行
。
そ
し
て

子
育
て
も
終
わ
り
、
今
は
孫

と
共
に
『
令
和
』
を
楽
し
み

な
が
ら
時
を
刻
み
た
い
。

（
西
条
・
杉
）

■
令
和
の
時
代
が
始
ま
り
ま

し
た
。
生
前
退
位
と
い
う
こ

と
で
、
あ
ち
こ
ち
で
お
祝
い

ム
ー
ド
。
退
位
さ
れ
た
上
皇
、

上
皇
后
様
の
最
後
の
お
姿
を

テ
レ
ビ
で
見
て
、
心
か
ら
の

感
謝
の
思
い
と
、
も
う
お
会

い
で
き
な
い
寂
し
さ
で
何
と

も
言
え
な
い
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
永
き
に
渡

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ゆ
っ
く
り
御
静
養
さ
れ

て
下
さ
い
。

（
西
条
・
山
内
）

■
趣
味
で
家
庭
菜
園
を
楽
し

ん
で
ま
す
。
先
日
、
孫
と
ス

ナ
ッ
プ
え
ん
ど
う
の
収
穫
を

し
ま
し
た
。
夏
野
菜
は
何
を

植
え
よ
う
か
と
考
え
て
ワ
ク

ワ
ク
し
て
ま
す
。
自
分
で
育

て
る
と
よ
り
美
味
し
い
で
す

ね
。

（
新
居
浜
・
木
村
）

■
定
年
が
近
く
な
り
、
自
己

研
鑽
に
励
む
気
持
ち
が
年
々

落
ち
、
定
年
後
の
生
活
が
気

に
な
り
始
め
た
今
日
こ
の
頃
。

人
生
の
方
向
性
を
見
つ
め
直

す
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
家
は
一
匹
の
ネ
コ
を
飼
っ

て
ま
す
。
こ
の
間
タ
ウ
ン
広

告
の
ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
欄

に
応
募
し
ま
し
た
。
し
ば
ら

く
し
て
、
冊
子
が
と
ど
い
た

の
で
見
て
み
る
と
、
掲
載
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
家
族
み
ん

な
で
歓
び
ま
し
た
。

（
今
治
一
般
・
越
智
）

自 治 労 連 愛 媛

（２）第５０８号

２０１９年 ５月１５日

■
５
０
６
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
ソ
ツ
ギ
ョ
ウ
シ
キ
」

（
卒
業
式
）
で
し
た
。
正
解

は

10通
で
し
た
。
正
解
者
の

な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書

カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

木
村
芳
子
（
新
居
浜
）

山
内
真
由
美
（
西
条
）

西
原
の
り
子
（
新
居
浜
）

杉
ま
き
子
（
西
条
）

井
上
裕
也
（
西
予
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係
〒
７
９

０
‐
０
０
０
３
松
山
市
三

番
町
８
丁
目

10‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可
１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
６
月

27日
【
発

表
】
５
１
０
号
（
７
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】

①ソース焼きそばをはさんだパン

④つめたくひやした茶

⑦相手に対して強い態度に出られず弱気で

あること

⑧「ブラウザクラッシャー」の略。

⑨人が集まり、酒を飲み楽しむこと。酒宴

【タテのカギ】

①どうにでもなれとやけになる。自暴自棄

②率直で誠実な性質

③デザインやアイデアなどを盗用すること。

○○リ

⑤柔軟なさま。○○○○な身のこなし

⑥老いの木登り≒○○○○の冷や水

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

「
学
生
で
あ
る
こ
と
を
尊
重
し
な
い
働
か
せ
方
」

の
呼
称
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


